
第183号
2024.1

《 沖 縄 赤 十 字 病 院  広 報 誌  お き せ き 》

赤十字の博愛の心が
伝わる病院をめざして

理　　念
1.私達は患者さんに益する
  ことのみに医療技術を
  提供します。
2.私達は信頼される医療が
  行えるように日々研鑽し、
  快適な療養環境を創ります。

3.私達は地域と連携を密にし
  県民の健康増進に貢献できる
  医療活動を追求します。

基本方針

http://www.okinawa-med.jrc.or.jp/

TEL 098-853-3134
FAX 098-853-7811

〒902-8588
沖縄県那覇市与儀1-3-1

【写真提供：伊敷 綾乃 氏／撮影場所：今帰仁村】

令和6年1月1日現在

土曜日・日曜日・祝祭日
慰霊の日（6/23）・

年末年始（12/29～1/3）

■午前
８時30分～10時30分

■午前
８時30分～11時00分
■午後
１時00分～3時00分

初診患者さま

紹介状をお持ちの
患者さま・通院患者さま

全診療科の受付時間

休診日

初めて受診する場合は「紹介
状」をお持ち下さい。

緊急性がない場合は、近隣のク
リニックをご案内しております。

なお、緊急で受診される場合は
特定療養費を頂いております。
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印　刷：株式会社 東洋企画印刷
この印刷物は個人情報保護マネジメントシステム
（プライバシーマーク）を認証された事業者が印刷しています。

この印刷物は、E3PAのゴールドプラス基準に適合した
地球環境にやさしい印刷方法で作成されています。

内  

　科

月 火 水 木 金

豊見山 健

奥濱 幸博
（肝胆膵・一般）

大嶺 靖

時澤 博美
（内視鏡外科［要予約］）

（乳腺外科）

川上 雅代
（大腸外科）（乳腺外科）

時澤 博美

（友利・豊見山・仲里・田本）
再診・担当医田本 秀輔

心臓血管外科（第2火曜）
永野 貴昭（琉大）

（乳腺外科） （乳腺外科）
時澤 博美

宮城 淳
（胸部・呼吸器）

（肝胆膵・内視鏡外科)

永吉 盛司
（一般・肛門）

友利 健彦
（一般外来）

時澤 博美
（乳腺外科）

永吉 盛司
（一般・肛門）

稲嶺 進
一般・肥満外科（第1金曜 予約制）

奥濱 幸博
（肝胆膵・内視鏡外科）

仲里 秀次
（一般・食道・肥満）

豊見山 健
（肝胆膵・一般）

担当医（琉大）
心臓血管外科（第2・第3・第4金）

担当医
（予防接種）

担当医
(乳児検診）

仲本 雅哉
（循環器）

比屋根 真彦
（てんかん）

降旗 邦生
（新生児）

仲宗根 一彦
（新生児）

長崎 拓
(新生児）

担当医
(新生児）

比屋根 真彦
（てんかん）

仲本 雅哉

友利 健彦

仲本 雅哉比屋根 真彦 比屋根 真彦

豊見山 健

山形 航 有賀 拓郎

降旗 邦生

森山 朝裕

伊佐 智博
大湾 一郎
森山 朝裕

山口 浩
（紹介・予約患者のみ） 伊佐 智博

金城 聡
大湾 一郎

森山 朝裕

吉川 誉士郎
金城 聡

大湾 一郎

金城 聡
大湾 一郎
吉川 誉士郎 伊佐 智博

吉秋 研
大城 美哉
上里 忠和

上里 忠和
大城 美哉
正本 仁

稲嶺 盛彦
宮城 美紀
吉 秋　研

大城 美哉
上里 忠和 宮城 美紀

稲嶺 盛彦

正本 仁

薊 三千雄 薊 三千雄 薊 三千雄薊 三千雄 薊 三千雄

外科処置・レーザー手術
（予約・紹介のみ）

（手　術）

外科処置・レーザー手術
（予約・紹介のみ）（手　術） （手　術）

嘉手川 淳
（機能脳神経外来）予約のみ

真志取 智子（木曜奇数週）

高良 英一

廣中 浩平 饒波 正博

高良 英一 廣中 浩平金城 雄生

廣中 浩平
毎週（完全予約制）

（第1、第3、第5禁煙外来
第2、第4認知症外来）

嘉手川 淳
嘉手川 淳

嘉手川 淳 嘉手川 淳 嘉手川 淳

上原 健 （手　術） 上原 健
（琉　大）

上原 健

外間 実裕
當山 裕一 真志取 智子

當山 裕一

當山 裕一

當山 裕一 （手　術）

當山 裕一

外間 実裕

（手　術）當山 裕一

上原 絵里子

花城 ふく子

花城 ふく子

（手　術）

（手　術） （手　術）

（検査・手術） （検査・手術）

花城 ふく子

上原 絵里子

上原 絵里子

花城 ふく子

上原 絵里子

花城　ふく子

西原 一秀
後藤 尊広

後藤 尊広
西原 一秀 （手　術）

（手　術）

西原 一秀
後藤 尊広
西原 一秀 （手　術）
後藤 尊広

西原 一秀
後藤 尊広
西原 一秀
後藤 尊広（手　術）

手術 検査・処置

診  療  科

眼　　科

放射線科

緩和ケア外来
完全予約制

脳神経外科

泌尿器科

歯科口腔
外　科

小 児 科
※午後は予約・

紹介患者さまのみ受付可

※午前・午後とも予約・
紹介患者さまのみ受付可

整形外科

産婦人科

脳神経内科

耳鼻咽喉科

皮 膚 科

午前／午後

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

※予約・紹介のみ

※予約・紹介のみ

男性性機能外来
男性更年期外来は
適宜受付します

※原則として紹介状
持参・予約制

※原則として紹介状持参・
　予約制

外間 実裕
（予約のみ）

午前
午後
午前
午後
午前

午後
午前
午後

午後
午前

呼吸器

血　液

循環器

腎　臓

一　般

那覇 唯

有馬 聖志朗

赤嶺 盛和

友寄 毅昭 友寄 毅昭喜納 かおり
喜納 かおり

洲鎌 千賀子砂川 長彦

野原 千春
又吉 哲太郎

潮平 親哉
（不整脈）

森近 一穂仲地 佐和子

那覇 唯

砂川 長彦
東風平 勉

伊敷 哲也
浅田 宏史

砂川 長彦
浅田 宏史

伊敷 哲也
安原 容子（第1・3・5金曜）

東風平 勉
安原 容子

渡口 真佐夫

垣花 一慶
（一般）

服部 素子 渡口 真佐夫
（第２・第４金曜）

服部 素子
（第2、第4、第5木曜）

内原 照仁
赤嶺 盛和

内原 照仁
日暮 悠璃

外　　科



編 集 後 記 あけましておめでとうございます。今年の干支は甲辰（きのえ・たつ）。「春の日差しがあまねく成長
を助く年」だそうです。皆様にとって良い1年になりますように。（広報担当）

≪求人情報はこちら≫

令和5年度　九州DMAT実働訓練（令和6年1月26日～28日）
令和6年1月26日（金）～28日（日）に九州DMAT実働訓練が沖縄県で開催されます。
これは、大規模災害を想定し、被災時における沖縄県と医療機関の医療体制構築、継続的な医療提供のた
めの活動訓練が主になります。
今回の訓練では、沖縄県地域防災計画（平成27年3月）にある『沖縄県本島南部スラブ地震』でマグニ

チュード7.8（最大震度6強）を想定しています。
大規模災害時には、医療の需要と供給のバランスが崩れます。県内各医療機関は、自院も被害を受けた中

で診療継続の可否を判断し、圧倒的多数の傷病者に対応しなければなりません。自院の建物被害も含め、患
者数、職員数やインフラ（電気・ガス・水道等）の状況を把握してＥＭＩＳ（広域災害救急医療情報システム）で報
告します。
医療継続のためには多くの医療従事者が必要となります。沖縄県はＤＭＡＴ事務局へ県外ＤＭＡＴチームの

派遣要請をすることになるでしょう。
ＥＭＩＳで得られた被災状況等をもとに、県外ＤＭＡＴチームが出動となり、沖縄県の参集拠点に集まります。沖
縄県のＤＭＡＴ調整本部の指示により、県内の各活動拠点本部（地域災害拠点病院等）に移動します。県外ＤＭ
ＡＴチームは、県調整本部、活動拠点本部運営や医療機関への応援業務等に配分され、継続的医療活動にあ
たります。
当院は、ＤＭＡＴ指定病院であり、地域災害拠点病院であります。今回の訓練では、那覇地区のＤＭＡＴ医療活
動拠点本部としての役割を担います。同時に院内訓練として、病院機能維持や多数傷病者の受け入れ、入院
患者さんへの対応を訓練（机上訓練を含む。）します。
日本赤十字社の使命をもって今回の訓練に臨み、これからも県民のための医療提供に取り組んでいきます。

※ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）：Disaster Medical Assistance Teamの略。医師、看護師、業務調整員で構成され、１チーム4～6名程度。
※参考）「令和５年度九州DMAT実働訓練（沖縄案）」ver20231101 沖縄県保健福祉医療政策課

沖縄赤十字病院

病院長  大嶺　靖

2024年　新年あけましておめでとうご
ざいます。
21世紀になりもうすぐ四半世紀が過ぎ
ようとしています。2022年２月に始まっ
たウクライナとロシアの戦争はまだ続い
ています。最近では、去った10月７日に
ハマスの奇襲攻撃をきっかけとしてイス
ラエルとハマスの軍事衝突が勃発しまし
た。悲惨な状況の映像が日々目に入って
きます。また、戦争とは定義されない紛
争は世界中あちこちで発生しています。
一般人の宇宙旅行も夢物語ではなくなっ
ているこの時代、確かに人類は進歩して
います。しかし争いごとは旧態依然とし
て無くなりません。残念です。人は集団
になると個人としての制御が働かず、
誤った道を選びやすくなると言われてい
ます。個人個人が相手に対する寛容な精
神を持ち続けることができれば、争いご
とは減るはずですが。早い終結を願うば
かりです。
コロナウィルス感染症も５類に引き下
げられ、社会活動はほぼコロナ前に戻っ
ています。当院では感染防御体制を維持
しながら、一般診療をコロナ前に戻すよ
うに努めているところです。しかし入院
患者への面会制限はまだ続けており、患

者さんやご家族の方にはご迷惑をお掛け
しているのが現状です。アフターコロ
ナ、医療機関はどうあるべきか、よく取
り上げられているテーマです。当院でも
地域の中核病院としての役割を果たすた
め、変化を恐れず、その時々の社会状況
に合わせて柔軟に対応していくべきだと
考えます。ただ「質の高い医療を提供す
る」という根っこの部分だけは当然です
が変えてはいけないところです。
2024年４月から時間外労働の上限規制
について医師への適用が開始されます。
人口構造の変化に伴い国が進めてきた働
き方改革の一つです。多様な働き方で労
働力を最大限に活かすことが求められて
います。当院でも職員が休みやすい体制
作りに取り組んでいます。
2024年の干支は甲辰です。甲は耐え忍
ぶ状態を表す文字とのこと。また辰は草
木が成長し、活力旺盛になる状態を表す
とされています。今年にはとくにぴった
りの干支だと思います。当院も耐えると
ころは耐え、活力を持って物事にあた
り、地域医療支援病院として近隣の医療
機関と協力し患者さんに質の高い医療を
提供していきます。
本年もよろしくお願いいたします。

2024年1月吉日

年頭の挨拶

＜理念＞
赤十字の博愛の心が伝わる
病院をめざして

＜使命＞
医療と救護で地域を守る

＜ビジョン＞
信頼され、必要とされる
地域の中核病院

DMAT指定病院・災害拠点病院 組織図（本島）
沖縄県保健医療調整本部
（沖縄県DMAT調整本部）

沖縄県庁

北部
DMAT活動拠点本部
（A病院内）

中部
DMAT活動拠点本部
（B病院内）

南部
DMAT活動拠点本部
（F病院内）

那覇
DMAT活動拠点本部
（沖縄赤十字病院内）

SCU（仮）
広域医療
搬送拠点

参集拠点
那覇空港
１月２６日（金）
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参考）「令和５年度九州DMAT実働訓練（沖縄案）」
ver20231101 沖縄県保健福祉医療政策課

地震想定：
沖縄本島南部スラブ内地震

M震度：マグニチュード7.8
　　　　　  （最大震度6強）
「沖縄県地域防災計画（平成27年3月）」より

沖縄県からの派遣要請を受けて
各県からDMATチームが招集される。
訓練参加

プレイヤー

県外
64チーム
(325名）

18チーム
(87名）

県内

プレイヤーとは別に、訓練を指導する
インストラクターやタスク（指導補助者）
が県内外から４７名参加する。

●自家発電はあと何時間もつ？
●水は？医療用ガス（酸素等）は？
●食料（患者さん、職員用）は？
●多数傷病者の対応やスタッフの疲弊は？
●重症患者さんや透析患者さんをどうする？ 等々

●各医療機関から報告された不足する物資、人材事案等
を把握して、県調整本部と調整し医療継続できるよう
物資、人材の適正配分に努める。

（文：沖縄赤十字病院　日本DMAT業務調整員　西平直人）

院内で主に求められること

活動拠点本部に求められること 本部運営支援
病院支援等々
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日本赤十字社の使命をもって今回の訓練に臨み、これからも県民のための医療提供に取り組んでいきます。

※ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）：Disaster Medical Assistance Teamの略。医師、看護師、業務調整員で構成され、１チーム4～6名程度。
※参考）「令和５年度九州DMAT実働訓練（沖縄案）」ver20231101 沖縄県保健福祉医療政策課

沖縄赤十字病院

病院長  大嶺　靖

2024年　新年あけましておめでとうご
ざいます。
21世紀になりもうすぐ四半世紀が過ぎ
ようとしています。2022年２月に始まっ
たウクライナとロシアの戦争はまだ続い
ています。最近では、去った10月７日に
ハマスの奇襲攻撃をきっかけとしてイス
ラエルとハマスの軍事衝突が勃発しまし
た。悲惨な状況の映像が日々目に入って
きます。また、戦争とは定義されない紛
争は世界中あちこちで発生しています。
一般人の宇宙旅行も夢物語ではなくなっ
ているこの時代、確かに人類は進歩して
います。しかし争いごとは旧態依然とし
て無くなりません。残念です。人は集団
になると個人としての制御が働かず、
誤った道を選びやすくなると言われてい
ます。個人個人が相手に対する寛容な精
神を持ち続けることができれば、争いご
とは減るはずですが。早い終結を願うば
かりです。
コロナウィルス感染症も５類に引き下
げられ、社会活動はほぼコロナ前に戻っ
ています。当院では感染防御体制を維持
しながら、一般診療をコロナ前に戻すよ
うに努めているところです。しかし入院
患者への面会制限はまだ続けており、患

者さんやご家族の方にはご迷惑をお掛け
しているのが現状です。アフターコロ
ナ、医療機関はどうあるべきか、よく取
り上げられているテーマです。当院でも
地域の中核病院としての役割を果たすた
め、変化を恐れず、その時々の社会状況
に合わせて柔軟に対応していくべきだと
考えます。ただ「質の高い医療を提供す
る」という根っこの部分だけは当然です
が変えてはいけないところです。
2024年４月から時間外労働の上限規制
について医師への適用が開始されます。
人口構造の変化に伴い国が進めてきた働
き方改革の一つです。多様な働き方で労
働力を最大限に活かすことが求められて
います。当院でも職員が休みやすい体制
作りに取り組んでいます。
2024年の干支は甲辰です。甲は耐え忍
ぶ状態を表す文字とのこと。また辰は草
木が成長し、活力旺盛になる状態を表す
とされています。今年にはとくにぴった
りの干支だと思います。当院も耐えると
ころは耐え、活力を持って物事にあた
り、地域医療支援病院として近隣の医療
機関と協力し患者さんに質の高い医療を
提供していきます。
本年もよろしくお願いいたします。

2024年1月吉日

年頭の挨拶

＜理念＞
赤十字の博愛の心が伝わる
病院をめざして

＜使命＞
医療と救護で地域を守る

＜ビジョン＞
信頼され、必要とされる
地域の中核病院

DMAT指定病院・災害拠点病院 組織図（本島）
沖縄県保健医療調整本部
（沖縄県DMAT調整本部）

沖縄県庁

北部
DMAT活動拠点本部
（A病院内）

中部
DMAT活動拠点本部
（B病院内）

南部
DMAT活動拠点本部
（F病院内）

那覇
DMAT活動拠点本部
（沖縄赤十字病院内）

SCU（仮）
広域医療
搬送拠点

参集拠点
那覇空港
１月２６日（金）
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参考）「令和５年度九州DMAT実働訓練（沖縄案）」
ver20231101 沖縄県保健福祉医療政策課

地震想定：
沖縄本島南部スラブ内地震

M震度：マグニチュード7.8
　　　　　  （最大震度6強）
「沖縄県地域防災計画（平成27年3月）」より

沖縄県からの派遣要請を受けて
各県からDMATチームが招集される。
訓練参加

プレイヤー

県外
64チーム
(325名）

18チーム
(87名）

県内

プレイヤーとは別に、訓練を指導する
インストラクターやタスク（指導補助者）
が県内外から４７名参加する。

●自家発電はあと何時間もつ？
●水は？医療用ガス（酸素等）は？
●食料（患者さん、職員用）は？
●多数傷病者の対応やスタッフの疲弊は？
●重症患者さんや透析患者さんをどうする？ 等々

●各医療機関から報告された不足する物資、人材事案等
を把握して、県調整本部と調整し医療継続できるよう
物資、人材の適正配分に努める。

（文：沖縄赤十字病院　日本DMAT業務調整員　西平直人）

院内で主に求められること

活動拠点本部に求められること 本部運営支援
病院支援等々
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赤十字の博愛の心が
伝わる病院をめざして

理　　念
1.私達は患者さんに益する
  ことのみに医療技術を
  提供します。
2.私達は信頼される医療が
  行えるように日々研鑽し、
  快適な療養環境を創ります。

3.私達は地域と連携を密にし
  県民の健康増進に貢献できる
  医療活動を追求します。

基本方針

http://www.okinawa-med.jrc.or.jp/

TEL 098-853-3134
FAX 098-853-7811

〒902-8588
沖縄県那覇市与儀1-3-1

【写真提供：伊敷 綾乃 氏／撮影場所：今帰仁村】

令和6年1月1日現在

土曜日・日曜日・祝祭日
慰霊の日（6/23）・

年末年始（12/29～1/3）

■午前
８時30分～10時30分

■午前
８時30分～11時00分
■午後
１時00分～3時00分

初診患者さま

紹介状をお持ちの
患者さま・通院患者さま

全診療科の受付時間

休診日

初めて受診する場合は「紹介
状」をお持ち下さい。

緊急性がない場合は、近隣のク
リニックをご案内しております。

なお、緊急で受診される場合は
特定療養費を頂いております。

「
沖
縄
て
ん
か
ん
拠
点
病
院
」

「
地
域
医
療
支
援
病
院
」

「
地
域
災
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」

「
地
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周
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期
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ン
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ー
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印　刷：株式会社 東洋企画印刷
この印刷物は個人情報保護マネジメントシステム
（プライバシーマーク）を認証された事業者が印刷しています。

この印刷物は、E3PAのゴールドプラス基準に適合した
地球環境にやさしい印刷方法で作成されています。

内  

　科

月 火 水 木 金

豊見山 健

奥濱 幸博
（肝胆膵・一般）

大嶺 靖

時澤 博美
（内視鏡外科［要予約］）

（乳腺外科）

川上 雅代
（大腸外科）（乳腺外科）

時澤 博美

（友利・豊見山・仲里・田本）
再診・担当医田本 秀輔

心臓血管外科（第2火曜）
永野 貴昭（琉大）

（乳腺外科） （乳腺外科）
時澤 博美

宮城 淳
（胸部・呼吸器）

（肝胆膵・内視鏡外科)

永吉 盛司
（一般・肛門）

友利 健彦
（一般外来）

時澤 博美
（乳腺外科）

永吉 盛司
（一般・肛門）

稲嶺 進
一般・肥満外科（第1金曜 予約制）

奥濱 幸博
（肝胆膵・内視鏡外科）

仲里 秀次
（一般・食道・肥満）

豊見山 健
（肝胆膵・一般）

担当医（琉大）
心臓血管外科（第2・第3・第4金）

担当医
（予防接種）

担当医
(乳児検診）

仲本 雅哉
（循環器）

比屋根 真彦
（てんかん）

降旗 邦生
（新生児）

仲宗根 一彦
（新生児）

長崎 拓
(新生児）

担当医
(新生児）

比屋根 真彦
（てんかん）

仲本 雅哉

友利 健彦

仲本 雅哉比屋根 真彦 比屋根 真彦

豊見山 健

山形 航 有賀 拓郎

降旗 邦生

森山 朝裕

伊佐 智博
大湾 一郎
森山 朝裕

山口 浩
（紹介・予約患者のみ） 伊佐 智博

金城 聡
大湾 一郎

森山 朝裕

吉川 誉士郎
金城 聡

大湾 一郎

金城 聡
大湾 一郎
吉川 誉士郎 伊佐 智博

吉秋 研
大城 美哉
上里 忠和

上里 忠和
大城 美哉
正本 仁

稲嶺 盛彦
宮城 美紀
吉 秋　研

大城 美哉
上里 忠和 宮城 美紀

稲嶺 盛彦

正本 仁

薊 三千雄 薊 三千雄 薊 三千雄薊 三千雄 薊 三千雄

外科処置・レーザー手術
（予約・紹介のみ）

（手　術）

外科処置・レーザー手術
（予約・紹介のみ）（手　術） （手　術）

嘉手川 淳
（機能脳神経外来）予約のみ

真志取 智子（木曜奇数週）

高良 英一

廣中 浩平 饒波 正博

高良 英一 廣中 浩平金城 雄生

廣中 浩平
毎週（完全予約制）

（第1、第3、第5禁煙外来
第2、第4認知症外来）

嘉手川 淳
嘉手川 淳

嘉手川 淳 嘉手川 淳 嘉手川 淳

上原 健 （手　術） 上原 健
（琉　大）

上原 健

外間 実裕
當山 裕一 真志取 智子

當山 裕一

當山 裕一

當山 裕一 （手　術）

當山 裕一

外間 実裕

（手　術）當山 裕一

上原 絵里子

花城 ふく子

花城 ふく子

（手　術）

（手　術） （手　術）

（検査・手術） （検査・手術）

花城 ふく子

上原 絵里子

上原 絵里子

花城 ふく子

上原 絵里子

花城　ふく子

西原 一秀
後藤 尊広

後藤 尊広
西原 一秀 （手　術）

（手　術）

西原 一秀
後藤 尊広
西原 一秀 （手　術）
後藤 尊広

西原 一秀
後藤 尊広
西原 一秀
後藤 尊広（手　術）

手術 検査・処置

診  療  科

眼　　科

放射線科

緩和ケア外来
完全予約制

脳神経外科

泌尿器科

歯科口腔
外　科

小 児 科
※午後は予約・

紹介患者さまのみ受付可

※午前・午後とも予約・
紹介患者さまのみ受付可

整形外科

産婦人科

脳神経内科

耳鼻咽喉科

皮 膚 科

午前／午後

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

午後

※予約・紹介のみ

※予約・紹介のみ

男性性機能外来
男性更年期外来は
適宜受付します

※原則として紹介状
持参・予約制

※原則として紹介状持参・
　予約制

外間 実裕
（予約のみ）

午前
午後
午前
午後
午前

午後
午前
午後

午後
午前

呼吸器

血　液

循環器

腎　臓

一　般

那覇 唯

有馬 聖志朗

赤嶺 盛和

友寄 毅昭 友寄 毅昭喜納 かおり
喜納 かおり

洲鎌 千賀子砂川 長彦

野原 千春
又吉 哲太郎

潮平 親哉
（不整脈）

森近 一穂仲地 佐和子

那覇 唯

砂川 長彦
東風平 勉

伊敷 哲也
浅田 宏史

砂川 長彦
浅田 宏史

伊敷 哲也
安原 容子（第1・3・5金曜）

東風平 勉
安原 容子

渡口 真佐夫

垣花 一慶
（一般）

服部 素子 渡口 真佐夫
（第２・第４金曜）

服部 素子
（第2、第4、第5木曜）

内原 照仁
赤嶺 盛和

内原 照仁
日暮 悠璃

外　　科


